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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　学校において教師が担当する授業の進捗状況を管理する進捗状況管理システムであって
、
前記教師が行った授業の科目及びクラスを示す単位情報と、当該単位において行った授業
の実施情報とを含む授業情報を記憶する授業情報記憶部と、
前記授業情報を用いて前記単位毎に進捗度を算出する進捗度算出部と、
前記算出した進捗度を前記単位別に記憶する進捗度記憶部と、
前記記憶された各単位の進捗度を用いて標準値を決定する標準値決定部と、
前記決定した標準値を用いて前記単位の進捗状況を判定する判定部と、を備え、
前記標準値決定部は、更に、
前記標準値を決定した日時を取得する決定日時取得手段と、
前記取得した決定日時を用いて、前記標準値を補正する補正標準値生成手段と、
を有することを特徴とする進捗状況管理システム。
【請求項２】
前記標準値決定部は、更に、
前記標準値を決定する基準となる教師の指定を受け付ける基準教師受付手段と、
前記基準教師受付手段にて指定を受け付けた教師が担当する単位の進捗度を用いて標準値
を決定する標準値決定手段と、
を有することを特徴とする請求項１に記載の進捗状況管理システム。
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【請求項３】
　前記授業情報記憶部は、更に、
前記授業情報として前記授業が行われた日時情報を含んで記憶し、
前記進捗度算出部は、
前記授業情報記憶部から前年度の授業情報を抽出し、現在日時と同時期における前記各単
位別の前年度の進捗度を算出し、
前記標準値決定部は、
前記進捗度算出部において算出された前年度の進捗度を用いて標準値を決定する
ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の進捗状況管理システム。
【請求項４】
　教師が行った授業の科目及びクラスを示す単位情報と、当該単位において行った授業の
実施情報とを含む授業情報を記憶する授業情報記憶部と、
算出した進捗度を前記単位別に記憶する進捗度記憶部と、を備える進捗状況管理システム
に用いるプログラムであって、
前記授業情報を用いて前記単位毎に進捗度を算出する進捗度算出機能と、
前記記憶された各単位の進捗度を用いて標準値を決定する標準値決定機能と、
前記決定した標準値を用いて前記単位の進捗状況を判定する判定機能と、を有し、
前記標準値決定機能は、更に、
前記標準値を決定した日時を取得する決定日時取得手段と、
前記取得した決定日時を用いて、前記標準値を補正する補正標準値生成手段と、
をコンピュータに実現させる進捗状況管理プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、学校において教師が担当する授業の管理に関し、特に授業の進捗状況を管理
する技術に関する。
【０００２】
　一般的に、学校において教師が担当する授業は、各科目において年間で行わなければな
らない授業範囲が予め決められている。さらに、その授業範囲を生徒に教えるために必要
な時間数（配当時間数）も予め定められている。教師は、その配当時間数内で授業範囲の
全てを生徒に教えなければならない。さらに、学校では通常、一人の教師が複数の科目ま
たはクラスの授業を受け持つこととなっている。例えば、小学校であれば、一つのクラス
に対して一人の担任教師が複数の異なる科目の授業を担当し、中学校や高校であれば、一
つの科目に対して一人の教師が複数の異なるクラスの授業を同時に担当するという形式に
なっている。このため、教師に対して、それぞれの科目またはクラス毎に授業の進捗状況
を計画的に管理することが求められている。
【０００３】
　しかし、学校の授業は当初の計画的通りに進まないことが多いという問題がある。例え
ば、教師毎の授業を行う技術の差や、クラス毎の学習レベルの差等によって授業の進捗状
況は大きく影響を受ける。また、突発的な事象（インフルエンザの流行や台風等）によっ
て学校が休校になったり、学校の年間行事（体育祭や文化祭等）のため、授業を行う予定
にしていた時間がつぶれてしまったりすることもある。このため、教師にとって、受け持
つ授業の進捗状況を管理することは、非常に困難なこととなっている。
【０００４】
　上記の問題を解決する手段として、教師が自身の担当するクラスの時間割データ、学校
独自の休日データ、教科別の授業範囲と配当時間数データ等をコンピュータに入力するこ
とにより、年間の授業計画を自動的に作成するという技術がある。この技術において、教
師が実際に行った授業の進捗状況にあわせて、事前に入力したデータを変更することによ
り、その後の授業計画を再作成するという手段が用いられている。これにより、残りの配
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当時間数で授業範囲の全てを終了させるために適切な計画がその都度再作成されるため、
実際に授業を行った結果や突発的な事象によって授業計画に遅れが生じたとしても対応す
ることが可能となる。（特許文献１参照）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３１５２３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の技術を用いると、授業の進捗状況が当初の計画から遅れたとしても、自動
的に現在の状況に応じた授業計画を再作成することができるため、教師は、再作成される
授業計画に従って授業を行うことによって配当時間数内で授業範囲の全てを終了させるこ
とができる。しかし、自身の受け持つクラスにおける授業は問題なく進めることができた
としても、その教師が受け持っていないクラスとの進捗状況が均一に保たれているかどう
かは判定することはできない。このため、各クラスの進捗状況が合わず、定期的に学年全
体で同一範囲のテストを行うということが困難になってしまう。学校では、定期的にテス
ト（中間テストや期末テスト等）を実施するため、各クラスの進捗状況を均一に保つとい
うことも重要になってくる。特許文献１の技術では、特定の一つのクラスにおいて授業計
画に対する進捗状況は管理できたとしても、他のクラスの授業情報に基づいた相対的な進
捗状況を管理することができない。
【０００７】
　本発明は、上記従来技術の問題点を解消することを課題とする。具体的には、学校にお
いて教師が担当する授業の進捗状況を管理する分野に関し、特定のクラスにおける授業に
ついて、その他のクラスにおける授業と比較した相対的な評価を行い、授業の進捗状況を
管理するシステムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記の課題を解決するために、本発明の進捗状況管理システムは、学校において教師が行
った授業の科目及びクラスを示す単位情報と、その単位において行った授業の実施情報と
を含む授業情報を記憶する授業情報記憶部と、授業情報を用いて単位毎に進捗度を算出す
る進捗度算出部と、算出した進捗度を単位別に記憶する進捗度記憶部と、記憶された単位
別の進捗度を用いて標準値を決定する標準値決定部と、決定した標準値を用いて単位の進
捗状況を判定する判定部と、を備え、標準値決定部は、更に、標準値を決定した日時を取
得する決定日時取得手段と、取得した決定日時を用いて、標準値を補正する補正標準値生
成手段と、を有している。
 
【０００９】
本発明のように構成することにより、学校において実施されている授業情報を用いて標準
的な進捗度を算出することができる。さらに、特定の単位に関する進捗度と標準的な進捗
度とを比較することにより、特定の単位に関する授業が進んでいるか遅れているかという
進捗状況を把握することができる。これにより、特定の単位における授業に関する相対的
な進捗状況を把握することが可能となる。また、本発明のように構成することにより、残
りの配当時間数に応じた標準値を算出することが可能となる。これにより、授業の遅れを
取り戻すだけの時間的余裕が残されているかどうかを考慮した進捗状況の管理を行うこと
ができる。
 
【００１０】
　本発明における単位情報とは、教師が担当する授業を一義的に識別することのできる情
報のことをいう。具体的には、授業が行われるクラスに関する情報と、そのクラスによっ
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て行われる授業の科目に関する情報、及び授業を担当する教師を識別する情報等が含まれ
ている。
【００１１】
　本発明における授業情報とは、教師がどの範囲の授業を行ったかを示す情報のことをい
う。具体的には、教師が授業を行った日時に関する情報と、教師が行った授業の科目に関
する情報と、その科目において実際に授業を行った範囲を示す情報等が含まれている。
【００１２】
　本発明における進捗度とは、特定の単位における授業の進み具合を示す値のことをいう
。
【００１３】
　本発明における標準値とは、学校において実施されている各単位の授業の進捗度を用い
て算出される、標準的な授業の進み具合を示す値のことをいう。
【００１４】
本発明の進捗状況管理システムにおける標準値決定部は更に、標準値を決定する基準とな
る教師の指定を受け付ける基準教師受付手段と、基準教師受付手段にて指定を受け付けた
教師が担当する単位の進捗度を用いて標準値を決定する標準値決定手段とを有する、とい
う構成としてもよい。
 
【００１５】
　本発明のように構成することにより、比較対象となる教師及び単位を任意に変更するこ
とが可能となる。これにより、様々な側面からの進捗状況を把握することができる。
【００１６】
　本発明における基準教師とは、特定の単位における授業の進捗状況を把握するための比
較対象となる単位の授業を行っている教師のことをいう。例えば、判定対象の単位情報に
含まれる科目情報と同じ科目情報を有する単位の授業を行っている教師や、判定対象の単
位情報に含まれるクラス情報と同じ学年のクラス情報を有する単位の授業を行っている教
師などを基準教師とすると好適である。
【００１７】
　本発明の進捗状況管理システムにおける授業情報記憶部は更に、授業情報として授業が
行われた日時情報を含んで記憶し、進捗度算出部は、授業情報記憶部から前年度の授業情
報を抽出し、現在日時と同時期における各単位別の前年度の進捗度を算出し、標準値決定
部は、進捗度算出部において算出された前年度の進捗度を用いて標準値を決定する、とい
う構成としてもよい。
【００１８】
　本発明のように構成することにより、過去に行われた授業情報を用いて標準値を算出す
ることが可能となる。これにより、過去の授業という前例と比較した進捗状況を把握する
ことができる。
【００２１】
また、本発明のプログラムを端末に読み込ませて実行することで、上述の本発明を実現さ
せることも可能である。つまり、教師が行った授業の科目及びクラスを示す単位情報と、
その単位において行った授業の実施情報とを含む授業情報を記憶する授業情報記憶部と、
算出した進捗度を単位別に記憶する進捗度記憶部と、を備える進捗状況管理システムに用
いるプログラムであって、授業情報を用いて単位毎に進捗度を算出する進捗度算出機能と
、記憶された各単位別の進捗度を用いて標準値を決定する標準値決定機能と、決定した標
準値を用いて単位の進捗状況を判定する判定機能と、を有し、標準値決定機能は、更に、
標準値を決定した日時を取得する決定日時取得手段と、取得した決定日時を用いて、標準
値を補正する補正標準値生成手段と、をコンピュータに実現させる進捗状況管理プログラ
ムとして構成してもよい。
 
【００２２】
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　この進捗状況管理プログラムも、上述の進捗状況管理システムと同様の作用効果を伴う
ものであり、上述した種々の特徴構成を備えることもできる。
【発明の効果】
【００２３】
　上述のように構成された発明によれば、特定のクラスにおける授業の進捗度について、
その他のクラスにおける授業の進捗度と比較した相対的な評価を行うことができる。これ
により、どのクラスに属する生徒に対しても、進捗度が均一に保たれた授業を提供するこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明のシステム構成の一例を示す概念図。
【図２】本発明の管理サーバのハードウェア構成の一例を示す概念図。
【図３】本発明の実施例１におけるシステム構成の一例を示す機能ブロック図。
【図４】本発明の実施例１における処理プロセスの一例を示すフローチャート。
【図５】本発明の授業情報の一例を示す図。
【図６】本発明の授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報の一例を示す図。
【図７】本発明のカリキュラム情報記憶部１３に記憶されている情報の一例を示す図。
【図８】本発明の進捗度記憶部１５に記憶されている進捗度の一例を示す図。
【図９】本発明の端末Ｂの表示装置５で表示する画像の一例を示すイメージ図。
【図１０】本発明の端末Ｂの表示装置５で表示する画像の一例を示すイメージ図。
【図１１】本発明の管理端末Ｃの表示装置５で表示する画像の一例を示すイメージ図。
【図１２】本発明の実施例２におけるシステム構成の一例を示す機能ブロック図。
【図１３】本発明の実施例２における処理プロセスの一例を示すフローチャート。
【図１４】本発明の授業情報記憶部１２に記憶されている情報の一例を示す図。
【図１５】本発明のカリキュラム情報記憶部１３に記憶されている情報の一例を示す図。
【図１６】本発明の過去進捗度記憶部１５ｂに記憶された情報の一例を示す図。
【図１７】本発明の実施例３におけるシステム構成の一例を示す機能ブロック図。
【図１８】本発明の実施例３における処理プロセスの一例を示すフローチャート。
【図１９】本発明の補正テーブルに記憶されている情報の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００２５】
　〔実施例１－構成〕
　以下、図面を用いて本発明の実施形態を説明する。図１に本発明の進捗状況管理システ
ムの全体構成の一例を概念的に示す。本発明は図１に示すように、進捗状況管理サーバＡ
（以下、「管理サーバＡ」という）が、教師が使用する複数のクライアント端末Ｂ（以下
、「端末Ｂ」という）及び管理者用クライアント端末Ｃ（以下、「管理端末Ｃ」という）
と、通信ネットワークＮ（以下、「ネットワークＮ」という）を介して接続されるという
形で構成されている。
【００２６】
　ネットワークＮは、企業や学校等の限られた施設内において情報を物理的に送るケーブ
ルと、ＬＡＮスイッチやハブ等でなる中継機器を備えたＣＳＭＡ／ＣＤ（Ｃａｒｒｉｅｒ
　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ｄｅ
ｔｅｃｔｉｏｎ）方式のイーサネット（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）（登録商標）型のＬＡＮとし
て構成されたものであるが、このネットワークＮとしてイーサネット型のＬＡＮ以外に、
インターネットの技術を用いたイントラネットで構築されたものや、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　
Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）の技術によって構築されるものでもよい。
【００２７】
　図２に、管理サーバＡ、端末Ｂ又は管理端末Ｃのハードウェア構成の一例を概念的に示
す。
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【００２８】
　管理サーバＡは、プログラムの演算処理を実行するＣＰＵ等の演算装置１と、情報を記
憶するＲＡＭやハードディスク等の記憶装置２と、演算装置１の処理結果や記憶装置２に
記憶する情報をインターネットやＬＡＮ等のネットワークを介して送受信する通信装置３
とを少なくとも有している。端末上で実現する各機能（各手段）は、その処理を実行する
手段（プログラムやモジュール等）が演算装置１に読み込まれることでその処理が実行さ
れる。各機能は、記憶装置２に記憶した情報をその処理において使用する場合には、該当
する情報を当該記憶装置２から読み出し、読み出した情報を適宜、演算装置１における処
理に用いる。
【００２９】
　管理サーバＡは、必要に応じてキーボード、マウス又はテンキー等の入力装置４と、デ
ィスプレイ（画面）等の表示装置５を備えた構成としてもよい。また、管理サーバＡは、
複数の端末又はサーバにその機能が分散配置されていてもよい。
【００３０】
　端末Ｂ及び管理端末Ｃのハードウェア構成も管理サーバＡとほぼ同様で、図２に示した
とおり、演算装置１、記憶装置２、通信装置３、入力装置４及び表示装置５を有している
。
【００３１】
　図３に、本発明の進捗状況管理システムを構成する管理サーバＡ、端末Ｂ及び管理端末
Ｃの機能ブロック図を示す。本発明における各構成部及び各手段は、その機能が論理的に
区別されているのみであって、物理上あるいは事実上同一の領域を為していてもよい。
【００３２】
　また、図３は、本発明において必要となる最小限度の機器、構成部及び手段等のみを記
載しており、その他の機器、構成部及び手段等についてはその記載を省略する。
【００３３】
　管理サーバＡは、ネットワークＮを介して端末Ｂ及び管理端末Ｃと様々な情報を送受信
するためのネットワークＩ／Ｆ１０、教師が実施した授業に関する情報を示す授業情報を
取得する授業情報取得部１１、取得した授業情報を記憶する授業情報記憶部１２、各単位
別に予め定められている授業範囲及び配当時間数等のカリキュラム情報を記憶するカリキ
ュラム情報記憶部１３、記憶された授業情報とカリキュラム情報とを用いて各単位の進捗
度を算出する進捗度算出部１４、算出した進捗度を単位別に記憶する進捗度記憶部１５、
記憶された進捗度を利用して標準の進捗度を示す標準値を決定する標準値決定部１６、決
定した標準値を用いて単位毎の進捗状況を判定する判定部１７及び判定した結果に応じた
制御指示情報を端末Ｂ又は管理端末Ｃに送信する指示通知部１８を備えている。
【００３４】
　端末Ｂは、ネットワークＮを介して管理サーバＡ及び管理端末Ｃと様々な情報を送受信
するためのネットワークＩ／Ｆ２０、実施した授業に関して教師が入力した内容を基に授
業情報を生成し管理サーバＡに送信する授業情報生成部２１、管理サーバＡから出力され
た判定結果情報を受信する判定結果情報受信部２２、入力装置４によって入力された情報
に応じて端末Ｂにおける各種動作を実行し、また、端末指示受信部２２において受信した
制御指示情報に応じて端末Ｂにおける各種動作を実行する端末制御部２３、端末Ｂに対し
て情報を入力する入力装置４及び端末制御部２３によって指示された情報を表示する表示
装置５を備えている。
【００３５】
　管理端末Ｃは、ネットワークＮを介して管理サーバＡ及び端末Ｂと様々な情報を送受信
するためのネットワークＩ／Ｆ３０、管理サーバＡから出力された制御指示情報を受信す
る管理端末指示受信部３１、受信した制御指示情報に応じて管理端末Ｃにおける各種動作
を実行する管理端末制御部３２及び管理端末制御部３２によって指示された情報を表示す
る表示装置５を備えている。
【００３６】
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　以下、図３に記載した本発明を構成する機能ブロック図に基づいて、各構成部の動作に
ついて説明する。
【００３７】
　授業情報生成部２１は、端末Ｂの入力装置４によって入力された情報（教師が実施した
授業に関する情報）を端末制御部２３から取得し、授業情報を生成する。さらに、生成し
た授業情報をネットワークＩ／Ｆ２０を介して管理サーバＡに送信する。
【００３８】
　上記の授業情報とは、教師が行った授業の内容等の詳細を示す情報のことをいい、端末
識別情報、ユーザ（教師）識別情報、日時情報、単位情報（科目及びクラス情報を含む）
、及び行った授業の範囲を示す授業内容情報等が含まれている
【００３９】
　授業情報取得部１１は、ネットワークＮに接続されている端末Ｂから出力された授業情
報をネットワークＩ／Ｆ１０を介して取得し、取得した授業情報を授業情報記憶部１２に
記憶する。
【００４０】
　授業情報記憶部１２には、授業情報取得部１１が取得した授業情報が記憶される。その
際の記憶形式は、授業情報に含まれるユーザ識別情報と単位情報とを利用して、当該ユー
ザ（教師）が授業を担当する単位別に関連付けて記憶するという形式にすると好適である
。また、授業情報に含まれる日時情報を利用して、授業情報を取得した順に時系列的に記
憶するという形式にしてもよい。
【００４１】
　カリキュラム記憶部１３には、所定の期間（例えば、１年間や１学期など）で教えなけ
ればならない授業範囲とその内容に関する情報が、カリキュラム情報として単位別に記憶
される。カリキュラム情報は、例えば教科書の単元名や、教科書のページ数等、授業で教
師が生徒に教える内容が明確に認識できる情報であれば、いかなるものであってもよい。
また、授業の実施予定やスケジュールを含めるようにしてもかまわない。
【００４２】
　進捗度算出部１４は、授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報を用いて、単位毎
に授業に関する進捗度を算出する。その際に、カリキュラム情報記憶部１３に記憶されて
いるカリキュラム情報を用いて、単位毎に授業に関する進捗度を算出すると好適である。
そして、進捗度算出部１４は、授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報に含まれる
全ての単位について進捗度を算出し、算出した進捗度を進捗度記憶部１５に記憶する。
【００４３】
　上記の進捗度の算出方法について詳細に説明する。まず、進捗度算出部１４は、授業情
報記憶部１２に記憶されている授業情報のうち、特定の単位に関する最新の授業情報を抽
出する。次に、カリキュラム情報記憶部１３から、当該抽出した授業情報の単位と同一の
単位に関するカリキュラム情報も抽出する。そして、抽出したカリキュラム情報と授業情
報とから、当該単位の進捗度を算出する。なお、カリキュラム情報を用いず、実施した授
業の回数や授業の中で進めた教科書のページ数を積算することで、当該単位の進捗度を算
出するようにしても良い。
【００４４】
　上記の進捗度とは、特定の単位において、現在どの範囲まで授業が終了しているのかを
示す数値化された値のことをいう。例えば、１年間で教えなければならない授業範囲全体
に対する割合である。また、特定の単位において実施した授業の回数や実施した授業の中
で進めた教科書のページ数などのように授業で実施した量としてもかまわない。
【００４５】
　進捗度記憶部１５には、進捗度算出部１４が算出した進捗度が記憶される。その際の記
憶形式は、進捗度を算出した単位毎に、当該単位と進捗度を関連付けて記憶するという形
式にすると好適である。なお、進捗度記憶部１５は、進捗度を算出した時点のみ生成され
る一時的な記憶領域という形式で構成してもかまわない。
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【００４６】
　標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度を用いて、標準的
な授業の進捗状況を示す値を標準値として算出する。そして、標準値決定部１６は、決定
した標準値を判定部１７に送信する。
【００４７】
　上記の標準値を算出する方法には、様々なものがある。例えば、（１）全ての単位に関
する進捗度の平均値を標準値とする方法、（２）予め定めた特定の単位に関する進捗度の
平均値を標準値とする方法、（３）予め定めた特定の教師が担当する単位に関する進捗度
の平均値を標準値とする方法、（４）最速の進捗度から所定値を差し引いた値を標準値と
する方法、などが考えられる。
【００４８】
　〔標準値の算出方法（１）〕
　全ての単位に関する進捗度の平均値を標準値とする方法について説明する。この方法は
、まず、進捗度記憶部１５に記憶されている全ての単位に関する進捗情報を抽出し、その
全体における平均値を算出する。そして、その算出した平均値を標準値として決定すると
いうものである。なお、全ての単位とは、学校に所属する全ての教師が授業を実施した単
位全てのことをいう。
【００４９】
　〔標準値の算出方法（２）〕
　予め定めた特定の単位に関する進捗度の平均値を標準値とする方法について説明する。
この方法は、まず、進捗度記憶部１５に記憶されている全ての単位のうち、予め特定の科
目情報又はクラス情報を有する単位を基準単位として定める。この基準単位は、端末Ｂに
おいて指定してもよいし、管理端末Ｃにおいて指定してもよい。管理サーバＡはこの基準
単位の進捗度を抽出する。例えば、予め基準単位の科目情報が英語として定められた場合
、英語を科目情報として含む全ての単位に関する進捗度が抽出される。そして、その抽出
した進捗度から平均値を算出して、その平均値を標準値として決定するというものである
。
【００５０】
　〔標準値の決定方法（３）〕
　予め定めた特定の教師が担当する単位に関する進捗度の平均値を標準値とする方法につ
いて説明する。この方法は、まず、進捗度記憶部１５に記憶されている全ての単位のうち
、予め特定の教師を基準教師として定め、その定められた基準教師が担当する単位の進捗
度を抽出する。例えば、予め基準教師をＡ先生として、Ａ先生を識別することのできるユ
ーザ識別情報を指定した場合、当該ユーザ識別情報を担当する教師を識別する情報として
含む全ての単位に関する進捗度が抽出される。そして、その抽出した進捗度から平均値を
算出して、その平均値を標準値として決定するというものである。この場合において、基
準教師は、端末Ｂにおいて指定するという形式でもよいし、管理端末Ｃにおいて指定する
という形式でもよい。
【００５１】
　〔標準値の決定方法（４）〕
　最速の進捗度から所定値を差し引いた値を標準値とする方法について説明する。この方
法は、まず、進捗度記憶部１５に記憶されている全ての単位の中から、一番早い進捗度を
抽出する。そして、抽出した進捗度から、予め定めた所定値を差し引いた値を標準値とし
て決定するというものである。
【００５２】
　判定部１７は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度と、標準値決定部１６で
決定した標準値とを比較し、標準値より進捗度が遅れている単位がないかどうか判定する
。そして、その判定結果を指示通知部１８に送信する。
【００５３】
　上記の判定結果について、単に進捗度が標準値より早いか遅いかの判定だけではなく、
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進捗度と標準値の差を示す値に応じて、段階をつけた判定結果を導き出してもよい。例え
ば、「若干進捗が遅れている」・「進捗が遅れている」・「極端に進捗が遅れている」と
いった三段階の判定結果を導き出すというような形式が考えられる。また、若干の進捗度
の遅れは問題なしと判定し、標準値と比較した進捗度の遅れが所定範囲内の単位について
は、「進捗は遅れていない」という判定結果を導き出すというようにしてもよい。
【００５４】
　指示通知部１８は、判定部１７から受信した判定結果に基づいて、進捗が遅れていると
判定された単位情報を基に、当該単位の授業を担当する教師のユーザ識別情報（又は端末
識別情報）を取得し、当該教師が使用している端末Ｂに対して進捗の遅れを知らせるため
の通知をネットワークＩ／Ｆ１０を介して送信する。この指示通知は、予め定められた所
定期間が経過する毎に、全ての教師が使用している端末Ｂに対して一斉に送信するという
形式としてもよいし、ある教師が自身の授業の進捗度について問い合わせを行った際に、
その判定結果を当該教師の端末Ｂのみに通知するという形式でもよい。
【００５５】
　また、進捗が遅れている単位を担当している教師に対して、同一科目を担当している教
師の中で進捗度が一番早い教師の情報や、同一学年を担当している教師の中で進捗度が一
番早い教師の情報を、参考情報として通知したりしてもよい。逆に、進捗度の早い教師に
対して、同一科目や同一学年を担当している教師の中で進捗度の遅い教師の情報を通知し
たりしてもよい。これにより、進捗の遅い教師にとって、進捗の早い教師からアドバイス
を受ける機会や、授業を振り替えてもらう機会などを創出することができるという効果が
ある。
【００５６】
　さらに、指示通知部１８は、管理端末Ｃに対して進捗の遅れている単位をリストアップ
した情報を送信してもよい。その際に、進捗の遅れている単位に関する情報だけではなく
、進捗が進んでいる単位の情報を送信したり、標準値からどれだけ進捗が遅れているか（
又は進んでいるか）という標準値からの差を示す情報をあわせて送信したりしてもよい。
【００５７】
　端末指示受信部２２は、指示通知部１８から出力された指示通知情報をネットワークＩ
／Ｆ２０を介して受信し、端末制御部２３に送信する。端末制御部２３は、指示通知情報
を表示装置５に表示する。
【００５８】
　管理端末指示受信部３１は、指示通知部１８から出力された指示通知情報をネットワー
クＩ／Ｆ３０を介して受信し、管理端末制御部３２に送信する。管理端末制御部３２は、
指示通知情報を表示装置５に表示する。
【００５９】
　〔実施例１－処理プロセス（１）〕
　次に、本発明の進捗状況管理システムにおける処理プロセスの一例を図３の機能ブロッ
ク図及び図４のフローチャート等を用いて説明する。なお、以下の説明では、標準値を算
出する方法として（１）全ての単位に関する進捗度の平均値を標準値とする方法、を用い
る場合を例に説明する。また、進捗度及び標準値を算出する際に用いる授業内容情報並び
に授業範囲情報は、当該単位で使用する教科書のページ番号を用いることとする。
【００６０】
　端末Ｂの端末制御部２３は、ユーザ（教師）が入力装置４などを用いて端末Ｂに対して
行った操作を実行する。
【００６１】
　授業情報生成部２１は、端末制御部２３が実行した操作に関する情報から、ユーザ入力
した自身の担当した授業に関する情報を取得し、授業情報を生成する。さらに、生成した
授業情報をネットワークＩ／Ｆ２０を介して管理サーバＡに送信する。
【００６２】
　上記の処理を具体的に説明すると、授業情報生成部２１は、ユーザが自身の担当した授
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業に関する情報を入力したことを検出すると、端末Ｂの端末識別情報、ユーザ識別情報、
授業情報を生成した日時情報、単位情報（担当科目情報並びに担当クラス情報を含む）、
及び行った授業の内容を示す授業内容情報を抽出し、授業情報として生成する。生成され
る授業情報の一例を図５に示す。
【００６３】
　上記の授業内容情報について、本実施例では、教師が生徒に対して授業を行った教科書
のページ番号（授業実施済みのページ番号）を用いることとする。教科書のページ番号の
他、教科書の目次、単元名や単元を指し示す番号、又は予め定められた授業内容を指し示
す言葉など、行われた授業の内容を識別することができるものであれば、いかなるものを
用いてもよい。
【００６４】
　管理サーバＡの授業情報取得部１１は、端末Ｂから送信された授業情報をネットワーク
Ｉ／Ｆ１０を介して取得し、取得した授業情報を授業情報記憶部１２に記憶する（Ｓ１０
１）。授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報の一例を図６に示す。
【００６５】
　上記の授業情報記憶部１２の記憶形式について、図６では、単位情報別にそれぞれ記憶
するという形式を採用している。さらに、授業情報取得部１１から授業情報を取得するた
びに、最新のデータに置き換えるという形式で記憶している。この形式以外にも、ユーザ
識別情報別に関連づけて記憶するという形式も考えられる。また、図６では授業情報を取
得するたびに、記憶している情報内容を最新のものに置き換えるという形式で記憶してい
るが、これを置き換えではなく時系列的に全て記憶しておくという形式でも構わない。い
ずれにしても、取得される授業情報を、単位情報やユーザ識別情報といった特定の基準と
なる情報に関連づけて記憶することができれば、いかなる形式を採用してもよい。
【００６６】
　進捗度算出部１４は、進捗情報記憶部１２から特定の単位に関する授業情報を取得し、
さらに当該授業情報に対応するカリキュラム情報をカリキュラム情報記憶部１３から取得
する。次に、授業情報とカリキュラム情報とを用いて当該単位に関する進捗度を算出する
。そして、算出した進捗度を進捗度記憶部１５に記憶する。
【００６７】
　上記の処理における、カリキュラム情報記憶部１３に記憶されている内容について具体
的に説明する。カリキュラム情報記憶部１３には、学校内で授業が行われている単位全て
の授業範囲が、該当する単位別に記憶されている。カリキュラム情報記憶部１３に記憶さ
れている情報の一例を図７に示す。なお、本実施例において、授業範囲を示す授業範囲情
報は、当該単位で使用する教科書の全ページ数とする。
【００６８】
　上記の処理における、進捗度情報算出部１４の動きについて詳細に説明する。ここでは
、授業情報が図６のとおりに記憶されており、単位情報「英語１－Ａ」の進捗度を算出す
る場合の動きを例に説明する。まず、進捗度算出部１４は、単位情報「英語１－Ａ」の授
業内容情報「５０」を取得する。次に、カリキュラム情報記憶部１３から、単位情報「英
語１－Ａ」の授業範囲情報「２００」を取得する。そして、授業範囲情報に対する授業内
容情報の割合を算出することにより、当該単位の進捗度を導き出す。ここでは、割合をパ
ーセンテージで算出することとする。本実施例の場合、単位情報「１－Ａ」の進捗度は「
２５％」となる。
【００６９】
　進捗度記憶部１５には、進捗度算出部１４が算出した進捗度が、単位毎に関連付けられ
て記憶される。さらに、進捗度記憶部１５では、進捗度算出部１４により随時生成される
進捗度に応じて、記憶している内容が最新のものに更新されていく（Ｓ１０２）。進捗度
記憶部１５に記憶されている進捗度の一例を、図８に示す。また、図８では進捗度を取得
するたびに、記憶している内容を最新のものに置き換えるという形式で記憶しているが、
これを置き換えではなく時系列的に全て記憶しておくという形式でも構わない。いずれに
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しても、進捗度を単位情報といった特定の基準となる情報に関連づけて記憶することがで
きれば、いかなる形式を採用してもよい。進捗度記憶部１５に記憶される内容としては、
単位情報、進捗度、端末識別情報及びユーザ識別情報とすると好適である。
【００７０】
　標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度から、標準的な授
業の進捗状況を示す値を標準値として算出する（Ｓ１０３）。そして、標準値決定部１６
は、決定した標準値を判定部１７に送信する。
【００７１】
　上記の処理について具体的に説明する。まず、標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５
に記憶された全ての単位の進捗度を抽出する。そして、抽出した全ての単位の進捗度の平
均値を算出し、その値を標準値とする。ここでは、標準値が「３０％」と算出されたこと
とする。
【００７２】
　判定部１７は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度と、標準値決定部１６で
決定した標準値とを比較し、標準値より進捗度が遅れている単位がないかどうか進捗状況
を判定する（Ｓ１０４）。そして、その判定結果を指示通知部１８に送信する。
【００７３】
　上記の処理について具体的に説明する。標準値決定部１６で決定された標準値「３０％
」と、図８に記載されている各単位の進捗度とを比較して進捗状況を判定する場合、標準
値より遅れている単位は、「英語１－Ａ」・「英語１－Ｃ」・「英語２－Ａ」・「英語３
－Ａ」・「英語３－Ｂ」・「英語３－Ｃ」の６単位であるということが判定される。そし
て、この６単位の進捗が遅れているという判定結果を指示通知部１８に送信する。
【００７４】
　また、上記の処理とは別の形式として、標準値と進捗度の差の大きさに応じて、段階を
つけた判定結果を導き出してもよい。ここでは、「若干の遅れ」・「遅れ」・「極度の遅
れ」の三段階の評価をつけた判定結果を導き出すこととする。標準値と進捗度の差につい
ては、５ポイントまでの差であれば「若干の遅れ」、５ポイントより大きく１０ポイント
までの差であれば「遅れ」、１０ポイントより大きな差であれば「極度の遅れ」と判定す
ることとする。この判定方式を用いた場合、「若干の遅れ」は、単位情報「英語１－Ａ」
の１単位、「遅れ」は、単位情報「英語３－Ｂ」・「英語３－Ｃ」の２単位、「極度の遅
れ」は、単位情報「英語１－Ｃ」・「英語２－Ａ」・「英語３－Ａ」の３単位、という判
定結果を導き出すこともできる。
【００７５】
　さらに、上記の処理とは別の形式として、標準値からの若干の進捗度の遅れは問題なし
と判定し、標準値からの差が所定ポイント内の単位については、「進捗は遅れていない」
という判定結果を導き出すというような判定を行ってもよい。ここでは、５ポイントまで
の差であれば「進捗は遅れていない」と判定することとする。この場合、図８でいうと、
単位情報「英語１－Ａ」の進捗度は、標準値から５ポイント以内の差となっているので「
進捗は遅れていない」と判定し、標準値より遅れている単位は、「英語１－Ｃ」・「英語
２－Ａ」・「英語３－Ａ」・「英語３－Ｂ」・「英語３－Ｃ」の５単位である、という判
定結果を導き出すこともできる。
【００７６】
　指示通知部１８は、判定部１７から受信した判定結果に基づいて、進捗が遅れていると
判定された単位に関する情報を基に、当該単位の授業を担当する教師のユーザ識別情報（
又は端末識別情報）を進捗度記憶部１５から取得し、当該教師が使用している端末Ｂや、
又は管理端末Ｃに対して、進捗の遅れを知らせるための通知をネットワークＩ／Ｆ１０を
介して送信する（Ｓ１０５）。
【００７７】
　上記の処理を具体的に説明する。単位情報「英語１－Ｃ」の授業を担当している教師の
操作している端末Ｂに対して指示通知情報を送信する場合を例に説明すると、指示通知部



(12) JP 5500945 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

１８は、進捗度記憶部１５から単位情報「英語１－Ｃ」を担当する教師の使用している端
末Ｂの端末識別情報「ＣＬ００５」を取得する。そして、端末「ＣＬ００５」に対して指
示通知情報をネットワークＩ／Ｆ１０を介して送信する。端末「ＣＬ００５」の端末指示
受信部２２は、ネットワークＩ／Ｆ２０を介して当該指示通知情報を受信し、端末制御部
２３に送信する。端末制御部２３は受信した情報に基づいて、端末「ＣＬ００５」の表示
装置５に当該指示通知情報を表示させる。その表示装置５における表示の一例を、図９に
示す。
【００７８】
　また、上記の処理に加えて、進捗が遅れている単位を担当している教師に対して、同一
科目の中で進捗度が一番早い単位及び担当教師の情報や、同一学年を担当している教師の
中で進捗度が一番早い単位及び担当教師の情報を、参考情報として通知したりしてもよい
。例えば、単位情報「英語１－Ｃ」の授業を担当している教師の操作している端末Ｂに対
して指示通知情報を送信する場合を例に説明すると、指示通知部１８は、進捗度記憶部１
５から科目情報「英語」の中で一番進捗度の早い単位の単位情報と担当する教師を示すユ
ーザ識別情報を抽出する。さらに、クラス情報から同一学年の中で一番進捗度の早い単位
の単位情報と担当する教師を示すユーザ識別情報を抽出し、指示通知情報としてネットワ
ークＩ／Ｆ１０を介して端末「ＣＬ００５」に送信する。この場合における、端末「ＣＬ
００５」の表示装置５における表示の一例を、図１０に示す。
【００７９】
　なお、上述の説明では、指示通知の対象を端末としたが教師のユーザ識別情報を用いて
、当該教師にメールを送信するようにすること可能である。具体的には、予めユーザ識別
情報とメールアドレスとを関連付けて記憶するユーザ情報記憶部（図示せず）を設け、指
示通知の対象となる単位情報の授業を担当している教師のユーザ識別情報を用いて、ユー
ザ情報記憶部から当該教師のメールアドレスを取得し、そのメールアドレスに対して指示
通知を行うという形で実現させることが可能である。
【００８０】
　さらに、指示通知部１８は、管理端末Ｃに対して進捗の遅れている単位をリストアップ
した情報を送信してもよい。この場合の処理を具体的に説明すると、指示通知部１８は、
判定部１７から受信した判定結果に基づいて、進捗が遅れている単位のリストを作成し、
作成したリスト情報を指示通知情報としてネットワークＩ／Ｆ１０を介して管理端末Ｃに
送信する。管理端末Ｃの管理端末指示受信部３１は、ネットワークＩ／Ｆ２０を介して当
該指示通知情報を受信し、管理端末制御部３２に送信する。管理端末制御部３２は受信し
た情報に基づいて、管理端末Ｃの表示装置５に当該指示通知情報を表示させる。その表示
装置５における表示の一例を、図１１に示す。なお、進捗が遅れている単位のみの表示だ
けでなく、任意の単位についてその全てをリストに表示することとし、進捗が遅れている
単位のみをその他の単位と区別した形で強調表示するというような形式としてもよい。
【００８１】
　上述の実施形態とすることにより、教師は自身が担当する単位における授業の進捗状況
を、他の教師が担当する単位と比較して相対的に把握することが可能となる。これにより
、各教師の進捗状況の均一化を促すことができ、どのクラスに属する生徒に対しても、進
捗度が均一に保たれた授業を提供することが可能となる。
【００８２】
　〔実施例１－処理プロセス（２）〕
　次に、標準値の算出方法として（２）予め定めた特定の単位に関する進捗度の平均値を
標準値とする方法、を用いた場合における処理プロセスの一例を、図３の機能ブロック図
及び図４のフローチャート等を用いて説明する。
【００８３】
　図４のフローチャートにおける（Ｓ１０３）以外の動作については、〔実施例１－処理
プロセス（１）〕と同様のため、その説明を省略する。
【００８４】
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　標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度から、予め定めら
れた特定の科目情報又はクラス情報を有する単位（基準単位）の進捗度を用いて、標準的
な授業の進捗状況を示す標準値として算出する（Ｓ１０３）。そして、標準値決定部１６
は、決定した標準値を判定部１７に送信する。
【００８５】
　上記の処理を具体的に説明する。ここでは、予め科目情報として「英語」として定めた
場合について説明する。まず、英語を科目情報として含む全ての単位に関する進捗度を抽
出する。そして、その抽出した進捗度から平均値を算出して、その平均値を標準値として
決定する。進捗度記憶部１５に記憶されている内容が図８の通りであり、本処理に従って
標準値を計算した場合、単位情報「英語１－Ａ」から単位情報「英語３－Ｃ」までの全て
の進捗度を用いて算出した平均値「２６％」が標準値となる。
【００８６】
　上述の実施形態とすることにより、特定した科目ごと、あるいは特定した学年ごとに標
準値を算出することができる。このため、より科目（又は学年）の特性に応じた標準値が
算出されるため、進捗状況の判定結果の精度を向上させることができる。
【００８７】
　〔実施例１－処理プロセス（３）〕
　次に、標準値の算出方法として（３）予め定めた特定の教師（基準教師）が担当する単
位に関する進捗度の平均値を標準値とする方法、を用いた場合における処理プロセスの一
例を、図３の機能ブロック図及び図４のフローチャート等を用いて説明する。
【００８８】
　図４のフローチャートにおける（Ｓ１０３）以外の動作については、〔実施例１－処理
プロセス（１）〕と同様のため、その説明を省略する。
【００８９】
　標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度から、予め定めら
れた特定の教師が担当する単位の進捗度を用いて、標準的な授業の進捗状況を示す標準値
として算出する（Ｓ１０３）。そして、標準値決定部１６は、決定した標準値を判定部１
７に送信する。
【００９０】
　上記の処理を具体的に説明する。ここでは、予め特定の教師としてユーザ識別情報「Ｔ
Ｃ０００４」を指定した場合について説明する。まず、ユーザ識別情報「ＴＣ０００４」
を含む単位情報に関する進捗度を抽出する。そして、その抽出した進捗度から平均値を算
出して、その平均値を標準値として決定する。進捗度記憶部１５に記憶されている内容が
図８の通りであった場合、ユーザ識別情報「ＴＣ０００４」を有している単位情報は、単
位情報「英語２－Ｂ」・「英語２－Ｃ」の二つであるため、この二つの単位それぞれの進
捗度「４４％」・「３８％」を抽出し、その平均値を求める。そして算出された平均値「
４１％」が標準値となる。
【００９１】
　上述の実施形態とすることにより、特定した教師ごとに標準値を算出することができた
め、その教師と自分との進捗状況の違いをより正確に把握することができる。これにより
、目標とする教師や、進捗状況を同一に保ちたい教師など、自身が指定した相手と自分と
の進捗状況の違いをより正確に把握することができる。
【００９２】
　〔実施例１－処理プロセス（４）〕
　次に、標準値の算出方法として（４）最速の進捗度から所定値を差し引いた値を標準値
とする方法、を用いた場合における処理プロセスの一例を、図３の機能ブロック図及び図
４のフローチャート等を用いて説明する。
【００９３】
　図４のフローチャートにおける（Ｓ１０３）以外の動作については、〔実施例１－処理
プロセス（１）〕と同様のため、その説明を省略する。
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【００９４】
　標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度から、最も早い進
捗度を抽出し、その進捗度から所定値を差し引いた値を標準的な授業の進捗状況を示す標
準値として算出する（Ｓ１０３）。そして、標準値決定部１６は、決定した標準値を判定
部１７に送信する。
【００９５】
　上記の処理を具体的に説明する。ここでは、予め所定の値を「１０ポイント」と定めた
場合について説明する。まず、進捗度記憶部１５から、最も進捗が早い単位の進捗度を抽
出する。進捗度記憶部１５に記憶さている内容が図８の通りであった場合、最も進捗の早
い単位情報は「英語２－Ｂ」であり、抽出される進捗度は「４４％」となる。そして、そ
の抽出した進捗度から所定値「１０ポイント」を差し引いた値「３４％」が、標準値とし
て決定される。
【００９６】
上述の実施形態とすることにより、平均値を算出する処理を行わなくても、標準値を決定
することが可能となる。
【実施例２】
【００９７】
　〔実施例２－構成〕
　次に、図１２の機能ブロック図を用いて、本発明の進捗状況管理システムの第二実施形
態について説明する。なお、実施例１と同一の構成部には同一の符号を付しており、実施
例１と同じ動作をする場合には、その詳細な説明は省略する。
【００９８】
　本発明の進捗状況管理システムの第二実施形態は、管理サーバＡの進捗度算出部１４の
内部に、授業情報記憶部１３に記憶された情報から、現在授業が実施されている各単位の
進捗度を算出する現在進捗度算出手段１４ａと、過去の同時期（例えば、現在時点からち
ょうど一年前の時点）に実施されていた各単位の進捗度を算出する過去進捗度算出手段１
４ｂとを備えているという点、さらに、進捗度記憶部１５の内部に、算出した現在の進捗
度を記憶する現在進捗度記憶部１５ａと、算出した過去の進捗度を記憶する過去進捗度記
憶部１５ｂとを備えているという点において、実施例１の実施形態と異なっている。
【００９９】
　本実施例は、過去の同時期に実施された授業情報に基づいて進捗度の標準値を算出し、
その過去の数値から導き出される標準値と現在の進捗度とを比較することにより、過去の
同時期と比較した進捗状況が把握できるという点に特徴がある。
【０１００】
　以下、各構成部の動作について説明する。なお、実施例１と同様の構成部又は同様の動
作については、詳細な説明を省略する。
【０１０１】
　授業情報記憶部１２には、授業情報取得部１１が取得した授業情報が記憶される。その
際の記憶形式は、授業情報に含まれるユーザ識別情報と単位情報とを利用して、当該ユー
ザ（教師）が授業を担当する単位別に関連付け、さらに、授業情報に含まれる日時情報を
利用して、授業情報を取得した順に時系列的に記憶するという形式が好適である。
【０１０２】
　カリキュラム記憶部１３には、所定の期間（例えば、１年間や１学期など）で教えなけ
ればならない授業範囲とその内容が、カリキュラム情報として単位別に記憶される。この
際、各年度においてカリキュラム情報が異なる場合は、各年度のカリキュラム情報別に関
連付けて記憶するという形式にすると好適である。
【０１０３】
　現在進捗度算出手段１４ａは、授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報を用いて
、単位毎に授業に関する進捗度を算出する。その際に、カリキュラム情報記憶部１３に記
憶されているカリキュラム情報を用いて、単位毎に授業に関する進捗度を算出すると好適
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である。そして、進捗度算出部１４は、授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報に
含まれる全ての単位について進捗度を算出し、算出した進捗度を現在進捗度記憶部１５ａ
に記憶する。
【０１０４】
　過去進捗度算出手段１４ｂは、授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報のうち、
過去の所定時期における授業情報を抽出して、単位毎に過去の所定時点における授業の進
捗度を算出する。その際に、カリキュラム情報記憶部１３に記憶されているカリキュラム
情報を用いて、単位毎に授業に関する進捗度を算出すると好適である。そして、進捗度算
出部１４ｂは、授業情報記憶部１２に記憶されている授業情報に含まれる全ての単位につ
いて進捗度を算出し、算出した進捗度を過去在進捗度記憶部１５ｂに記憶する。
【０１０５】
　上記における過去の所定時点とは、前年度又はそれ以前における、現時点と同じ時点の
ことをいう。例えば、現時点からちょうど一年前の同じ日時などのことをいう。
【０１０６】
　現在進捗度記憶部１５ａには、現在進捗度算出部１４ａが算出した進捗度が記憶される
。その際の記憶形式は、進捗度を算出した単位毎に、当該単位と進捗度を関連付けて記憶
するという形式にすると好適である。なお、進捗度記憶部１５ａは、進捗度を算出した時
点のみ生成される一時的な記憶領域という形式で構成してもかまわない。
【０１０７】
　過去進捗度記憶部１５ｂには、過去進捗度算出部１４ｂが算出した進捗度が記憶される
。その際の記憶形式は、進捗度を算出した単位毎に、当該単位と進捗度を関連付けて記憶
するという形式にすると好適である。なお、進捗度記憶部１５ａは、進捗度を算出した時
点のみ生成される一時的な記憶領域という形式で構成してもかまわない。また、進捗度を
算出した過去の時点が、一年前だけではなく、二年前など複数の過去の同時期に関して進
捗度を算出している場合は、それぞれの過去の時点における進捗度を別にして関連付けて
記憶するという形式にすると好適である。
【０１０８】
　標準値決定部１６は、過去進捗度記憶部１５ｂに記憶された各単位の進捗度を用いて、
標準的な授業の進捗状況を示す値を標準値として算出する。そして、標準値決定部１６は
、決定した標準値を判定部１７に送信する。
【０１０９】
　上記の標準値を算出する方法には、様々なものがある。例えば、（１）自身が担当する
単位に関する過去の進捗度を標準値とする方法、（２）自身が過去に担当した単位に関す
る進捗度を標準値とする方法、などが考えられる。
【０１１０】
　〔標準値の算出方法（１）〕
自身が担当する単位に関する過去の進捗度を標準値とする方法について説明する。この方
法は、進捗状況を確認しようとしている単位と同一の単位を基準単位として定め、その基
準単位の進捗度を標準値と決定するという方法である。具体的には、過去進捗度記憶部１
５ｂに記憶されている単位のうち、進捗状況を確認しようとして端末Ｂ又は管理端末Ｃが
指定した特定の単位と同一の単位を基準として定めるという形式で指定され、その指定さ
れた単位の進捗度が標準値として決定される。これにより、自身の担当している単位に関
する授業の進捗状況を確認しようとしている教師が、過去の同時期における当該単位の進
捗状況と、現在の自身の進捗状況を比較することが可能となる。
【０１１１】
　また、上記とは別の方法として、端末Ｂ又は管理端末Ｃによって予め指定された任意の
単位を基準単位として定め、その基準単位の進捗度を標準値と決定するという方法も考え
られる。
【０１１２】
　〔標準値の算出方法（２）〕
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自身が過去に担当した単位に関する進捗度を標準値とする方法について説明する。この方
法は、進捗状況を確認しようとしている教師を基準教師として定め、その基準教師が担当
した単位の過去における進捗度を抽出し、その抽出された進捗度を用いて標準値を決定す
るという方法である。具体的には、過去進捗度記憶部１５ｂに記憶されている単位のうち
、進捗状況を確認しようとしているユーザ（教師）と同一のユーザ識別情報を有する単位
の進捗度を抽出し、抽出した進捗度を用いて標準値を定めるという形式で指定される。こ
れにより、教師が、自身の現在行っている授業の進捗状況と、過去の同時期において行っ
ていた授業の進捗状況にどれだけ差があるのかということを確認することが可能となる。
【０１１３】
　また、上記とは別の方法として、端末Ｂ又は管理端末Ｃによって予め指定された任意の
教師を基準教師として定め、その基準教師が担当した単位の進捗度を標準値と決定すると
いう方法も考えられる。
【０１１４】
　判定部１７は、現在進捗度記憶部１５ａに記憶された各単位の進捗度と、標準値決定部
１６で決定した標準値とを比較し、標準値より進捗度が遅れている単位がないかどうか判
定する。そして、その判定結果を指示通知部１８に送信する。
【０１１５】
　〔実施例２－処理プロセス（１）〕
　次に、本発明の進捗状況管理システムにおける処理プロセスの一例を、図１２の機能ブ
ロック図及び図１３のフローチャート等を用いて説明する。なお、以下の説明では、標準
値を算出する方法として、（１）自身が担当する単位に関する過去の進捗度を標準値とす
る方法を用いた場合を例に説明する。
【０１１６】
　図１３のフローチャートにおける（Ｓ２０１）、（Ｓ２０６）の動作については、〔実
施例１－処理プロセス（１）〕と同様のため、その説明を省略する。
【０１１７】
　現在進捗度算出部１４ａは、進捗情報記憶部１２から特定の単位に関する授業情報を取
得し、さらに当該授業情報に対応するカリキュラム情報をカリキュラム情報記憶部１３か
ら取得する。次に、授業情報とカリキュラム情報とを用いて当該単位に関する進捗度を算
出する。そして、算出した進捗度を現在進捗度記憶部１５ａに記憶する（Ｓ２０２）。
【０１１８】
　上記の処理における、現在進捗度算出部１４ａの動きについて詳細に説明する。ここで
は、授業情報が図６のとおりに記憶されており、単位情報「英語１－Ａ」の進捗度を算出
する場合の動きを例に説明する。まず、進捗度算出部１４は、単位情報「英語１－Ａ」の
授業内容情報「５０」を取得する。次に、カリキュラム情報記憶部１３から、単位情報「
英語１－Ａ」の授業範囲情報「２００」を取得する。そして、授業範囲情報に対する授業
内容情報の割合を算出することにより、当該単位の進捗度を導き出す。ここでは、割合を
パーセンテージで算出することとする。本実施例の場合、単位情報「１－Ａ」の進捗度は
「２５％」となる。
【０１１９】
　過去進捗度算出部１４ｂは、授業情報記憶部１２から、現在進捗度算出部１４ａにおい
て特定の単位の進捗度が算出された時点からちょうど一年前（前年度の同時期）において
実施されていた、当該単位の授業情報を取得する。ここにおいて、授業情報記憶部１２に
記憶されている前年度の同時期における情報の一例を図１４に示す。
【０１２０】
　さらに、当該授業情報に対応するカリキュラム情報をカリキュラム記憶部１３から取得
する。ここにおいて、前年度のカリキュラム情報の一例を、図１５に示す。そして、授業
情報とカリキュラム情報とを用いて、前年度の同時期における各単位の進捗度を算出する
。算出した進捗度は過去進捗度記憶部１５ｂに記憶する（Ｓ２０３）。過去進捗度記憶部
１５ｂに記憶された情報の一例を、図１６に示す。
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【０１２１】
　上記の処理における、過去進捗度算出部１４ｂの動きについて詳細に説明する。前年度
の同時期における授業情報が、図１４の通りに記憶されていた場合における、単位情報「
英語１－Ａ」の過去の進捗度を算出する動きを例に説明する。まず、過去進捗度算出部１
４は、単位情報「英語１－Ａ」の授業内容情報「４５」を取得する。次に、カリキュラム
情報記憶部１３から、単位情報「１－Ａ」の授業範囲情報「２００」を取得する。そして
、授業範囲情報に対する授業内容情報の割合を算出することにより、当該単位の進捗度を
導き出す。本実施例の場合、前年度の同時期における単位情報「１－Ａ」の進捗度は「２
２．５％」となる。
【０１２２】
　標準値決定部１６は、過去進捗度記憶部１５ｂに記憶された各単位の過去の同時期にお
ける進捗度から、進捗状況を確認する対象として指定された単位の、過去の同時期におけ
る進捗度を、標準的な授業の進捗状況を示す標準値として決定する（Ｓ２０４）。そして
、標準値決定部１６は、決定した標準値を判定部１７に送信する。
【０１２３】
　上記の処理について具体的に説明する。まず、標準値決定部１６は、過去進捗度記憶部
１５ｂに記憶された全ての単位の過去における進捗度の中から、進捗状況を確認しようと
している単位（対象単位）における前年度の同時期における進捗度を抽出し、その値を標
準値とする。単位情報「英語１－Ａ」を対象単位として、その対象単位の進捗状況を確認
するとした場合、単位情報「英語１－Ａ」における前年度の同時期における進捗度「２２
．５％」が標準値として決定されることになる。
【０１２４】
　判定部１７は、現在進捗度記憶部１５に記憶された各単位の現在の進捗度と、標準値決
定部１６で決定した標準値とを比較し、標準値より進捗度が遅れている単位がないかどう
か進捗状況を判定する（Ｓ２０５）。そして、その判定結果を指示通知部１８に送信する
。
【０１２５】
　上記の処理について具体的に説明する。標準値決定部１６で決定された標準値「２２．
５％」と、図８に記載されている単位情報「英語１－Ａ」の現在の進捗度「２５％」とを
比較して進捗状況を判定した場合、現在の進捗度は標準値よりも進んでいるという結果と
なるため、「問題なし」と判定される。
【０１２６】
　上述の実施形態とすることにより、教師は自身が担当する単位における授業の進捗状況
を、過去の同時期に実施された同一単位と比較して把握することが可能となる。これによ
り、毎年の授業の進捗状況の均一化を促すことができ、どの年度の生徒に対しても、進捗
度が均一に保たれた授業を提供することが可能となる。
【０１２７】
　〔実施例２－処理プロセス（２）〕
　次に、標準値の算出方法として（２）自身が過去に担当した単位に関する進捗度を標準
値とする方法、を用いた場合における処理プロセスの一例を、図１２の機能ブロック図及
び図１３のフローチャート等を用いて説明する。
【０１２８】
　図１３のフローチャートにおける（Ｓ２０１）から（Ｓ２０２）、（Ｓ２０６）の動作
については、〔実施例２－処理プロセス（１）〕と同様のため、その説明を省略する。
【０１２９】
　過去進捗度算出部１４ｂは、まず、現在進捗度算出部１４ａにおいて進捗度が算出され
た特定の単位を担当している教師（基準教師）に関する情報を取得する。そして、授業情
報記憶部１２から、現在進捗度算出部１４ａにおいて特定の単位の進捗度が算出された時
点からちょうど一年前（前年度の同時期）における、基準教師が授業を行っていた単位を
特定し、その授業情報を取得する。
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【０１３０】
　さらに、その取得した授業情報に対応するカリキュラム情報をカリキュラム記憶部１３
から取得する。そして、授業情報とカリキュラム情報とを用いて、前年度の同時期におけ
る各単位の進捗度を算出する。算出した進捗度は過去進捗度記憶部１５ｂに記憶する（Ｓ
２０３）。
【０１３１】
　標準値決定部１６は、過去進捗度記憶部１５ｂに記憶された各単位の過去の同時期にお
ける進捗度から、進捗状況を確認する対象として指定された単位の授業を担当している教
師を基準教師とし、その基準教師が過去の同時期において授業を行った単位の進捗度を、
標準的な授業の進捗状況を示す標準値として決定する（Ｓ２０４）。そして、標準値決定
部１６は、決定した標準値を判定部１７に送信する。
【０１３２】
　上記の処理について具体的に説明する。標準値決定部１６は、進捗状況を確認しようと
している単位の授業を担当している教師を基準教師として指定し、当該基準教師のユーザ
識別情報を、現在進捗度記憶部１５ａから抽出する。ここで、現在情報記憶部１５ａに記
憶されている情報が図８の通りであり、進捗状況を確認しようとしている単位を「英語１
－Ａ」であった場合、基準教師としてユーザ識別情報「ＴＣ００２３」が抽出される。
【０１３３】
次に、取得したユーザ識別情報を基に、過去進捗度記憶部１５ｂから、基準教師が前年度
の同時期に担当していた単位の進捗度を抽出する。前年度の同時期における各単位の進捗
度が図１６の通りに記憶されていた場合、基準教師「ＴＣ００２３」が担当していた単位
は、単位情報「英語１－Ｃ」・「英語２－Ａ」の二種類であることが分かる。さらに、そ
れぞれの進捗度「１７．５％」・「２０％」が取得される。
【０１３４】
そして、標準値決定部１６は、取得した進捗度の平均値を算出し、その算出した値を標準
値として決定する。上述の例の場合、抽出した進捗度「１７．５％」及び「２０％」の平
均値「１８．７５％」が標準値として決定されることになる。
【０１３５】
　判定部１７は、現在進捗度記憶部１５に記憶された各単位の現在の進捗度と、標準値決
定部１６で決定した標準値とを比較し、標準値より進捗度が遅れている単位がないかどう
か進捗状況を判定する（Ｓ２０５）。そして、その判定結果を指示通知部１８に送信する
。
【０１３６】
　上記の処理について具体的に説明する。標準値決定部１６で決定された標準値「１８．
７５％」と、図８に記載されている単位情報「英語１－Ａ」の現在の進捗度「２５％」と
を比較して進捗状況を判定した場合、現在の進捗度は標準値よりも進んでいるという結果
となるため、「問題なし」と判定される。
【０１３７】
　上述の実施形態とすることにより、教師は自身が担当する単位における授業の進捗状況
を、過去の同時期において自身が行った授業の進捗状況と比較して判断することが可能と
なる。これにより、教師自身における毎年の授業の進捗状況の均一化を促すことができ、
どの年度の生徒に対しても、進捗度が均一に保たれた授業を提供することが可能となる。
【実施例３】
【０１３８】
　〔実施例３－構成〕
　次に、図１７の機能ブロック図を用いて、本発明の進捗状況管理システムの第三実施形
態について説明する。なお、実施例１と同一の構成部には同一の符号を付しており、実施
例１と同じ動作をする場合には、その詳細な説明は省略する。
【０１３９】
　本発明の進捗状況管理システムの第三実施形態は、管理サーバＡの標準値決定部１６の
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内部に、進捗度記憶部１５に記憶された情報から標準値を決定する標準値決定手段１６ａ
と、決定した標準値に対して補正を加えた補正標準値を生成する補正標準値生成手段１６
ｂとを備えているという点、さらに、授業を行うことができる残り日数を算出する残授業
日数算出部１９とを備えているという点において、実施例１の実施形態と異なっている。
【０１４０】
　本実施例は、一旦決定した標準値に対して、所定期間における授業の残り日数に応じて
補正を加えることにより、進捗状況の遅れを取り戻すことが困難となる残り授業日数の少
ない状況下において、進捗状況が遅れている単位を早期に発見することができるという点
に特徴がある。
【０１４１】
　以下、各構成部の動作について説明する。なお、実施例１と同様の構成部又は同様の動
作については、詳細な説明を省略する。
【０１４２】
　標準値決定手段１６ａは、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度を用いて、標
準的な授業の進捗状況を示す値を標準値として算出する。標準値の算出方法については、
上述の実施例１及び実施例２において説明したとおりであるため、ここではその説明を省
略する。
【０１４３】
　残授業時間数算出部１９は、所定期間（例えば一年間や、一学期など）における、各単
位の授業時間の残り日数を算出する。残り授業日数の算出方法を具体的に説明すると、予
め各単位毎に所定期間内における授業日数を設定しておき、現在日時とカレンダー情報（
又は時間割情報等）を用いて授業の残り日数を随時算出する。
【０１４４】
　補正標準値生成手段１６ｂは、標準値決定手段１６ａで決定した標準値に対して、残授
業日数算出部１９から取得した残授業日数に応じて補正を加える。この場合、残授業日数
が多ければ、授業の進捗状況が遅れていたとしても取り返しが可能なため、標準値を下げ
て若干の進捗の遅れは問題なしと判定するように補正し、残授業日数が少なければ、授業
の進捗状況が遅れると取り返しが困難なため、標準値を上げて若干の進捗の遅れでも厳し
く検出するというように補正をすると好適である。
【０１４５】
　〔実施例３－処理プロセス（１）〕
　次に、本発明の進捗状況管理システムにおける処理プロセスの一例を、図１７の機能ブ
ロック図及び図１８のフローチャート等を用いて説明する。なお、以下の説明では、標準
値を算出する方法として、実施例１の（１）全ての単位に関する進捗度の平均値を標準値
とする方法、を用いる場合を例に説明する。また、残授業時間数算出部１９における所定
期間は一年間とし、一年間の授業日数は２００日で、現在の残授業日数は１２０日である
という場合を例に説明する。
【０１４６】
　図１８のフローチャートにおける（Ｓ３０１）から（Ｓ３０２）、（Ｓ３０６）の動作
については、〔実施例１－処理プロセス（１）〕と同様のため、その説明を省略する。
【０１４７】
　標準値決定手段１６ａは、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度から、標準的
な授業の進捗状況を示す値を標準値として算出する（Ｓ３０３）。そして、標準値決定手
段１６ａは、決定した標準値を補正標準値生成手段１６ｂに送信する。
【０１４８】
　上記の処理について具体的に説明する。まず、標準値決定部１６は、進捗度記憶部１５
に記憶された全ての単位の進捗度を抽出する。そして、抽出した全ての単位の進捗度の平
均値を算出し、その値を標準値とする。ここでは、標準値が「３０％」と算出されたこと
とする。
【０１４９】
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　残授業時間数算出部１９は、所定期間（例えば一年間や、一学期など）における、各単
位の授業時間の残り日数を算出する。ここでは、所定期間を一年間とすることとし、一年
間の授業日数は２００日であるという場合を例に説明する。そして、現在の残授業日数は
１２０日であったとする。
【０１５０】
　補正標準値生成手段１６ｂは、標準値決定手段１６ａで決定した標準値に対して、残授
業日数算出部１９から取得した残授業日数に応じて補正を加える。
【０１５１】
　上記の処理について具体的に説明する。まず、補正標準値生成手段１６ｂは、は残授業
時間数算出部１９から、現在の残授業日数「１２０日」を取得する。次に、補正テーブル
（図示せず）を参照し、標準値に対して加える補正値を決定する。補正テーブルに記憶さ
れている情報の一例を、図１９に示す。
【０１５２】
　補正標準値生成手段１６ｂは、標準値決定手段１６ａで決定した標準値に対して、現在
の残授業日数「１２０日」に対応した補正値「－２０」を加えた補正標準値を生成する（
Ｓ３０４）。その結果、補正標準値は、「１０％」となる。そして、生成した補正標準値
を、判定部１７に送信する。
【０１５３】
　判定部１７は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度と、補正標準値生成手段
１６ｂで生成した補正標準値とを比較し、補正標準値より進捗度が遅れている単位がない
かどうか進捗状況を判定する（Ｓ３０５）。そして、その判定結果を指示通知部１８に送
信する。
【０１５４】
　上記の処理について具体的に説明する。補正標準値生成手段１６ｂで生成された補正標
準値「１０％」と、図８に記載されている各単位の進捗度とを比較して進捗状況を判定す
る場合、補正標準値よりも進捗度が遅れている単位はないため、全ての単位について進捗
状況は問題なしという判定結果を指示通知部１８に送信する。
【０１５５】
　〔実施例３－処理プロセス（２）〕
　次に、残授業時間数算出部１９における所定期間は一学期間とし、一学期間の授業日数
は７０日で、現在の残授業日数は３５日であるという場合を例に説明する。また、（Ｓ３
０１）から（Ｓ３０３）、（Ｓ３０６）の動作については、〔実施例３－処理プロセス（
１）〕と同様のため、その説明を省略する。
【０１５６】
　補正標準値生成手段１６ｂは、標準値決定手段１６ａで決定した標準値に対して、現在
の残授業日数「３５日」に対応した補正値「－６」を加えた補正標準値を生成する（Ｓ３
０４）。その結果、補正標準値は、「２４％」となる。そして、生成した補正標準値を、
判定部１７に送信する。
【０１５７】
　判定部１７は、進捗度記憶部１５に記憶された各単位の進捗度と、補正標準値生成手段
１６ｂで生成した補正標準値とを比較し、標準値より進捗度が遅れている単位がないかど
うか進捗状況を判定する（Ｓ３０５）。そして、その判定結果を指示通知部１８に送信す
る。
【０１５８】
　上記の処理について具体的に説明する。補正標準値生成手段１６ｂで生成された補正標
準値「２４％と、図８に記載されている各単位の進捗度とを比較して進捗状況を判定する
場合、補正標準値のよりも進捗が遅れている単位は、「英語１－Ｃ」・「英語２－Ａ」・
「英語３－Ａ」・「英語３－Ｃ」の４単位であるということが判定される。そして、この
４単位の進捗が遅れているという判定結果を指示通知部１８に送信する。
【０１５９】
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　上述の実施形態とすることにより、授業の残り日数に応じて、進捗度の遅れを厳しく判
定したりゆるく判定したりすることが可能となる。これにより、進捗の遅れを取り返すこ
とができるかどうかという情報を加味した、授業日程に基づく状況に応じた判定を行うこ
とが可能となる。
【実施例４】
【０１６０】
　〔別実施形態〕
　上述の各実施例において、標準値よりも進捗度が遅れている単位があるかどうかを判定
していたが、標準値に対して進捗度が所定値以上進みすぎている単位を検出するという構
成を追加してもよい。
【０１６１】
　上述の実施形態とすることにより、授業が余りにも進みすぎている単位を検出すること
が可能となる。これにより、内容の密度が足りていない可能性のある単位を把握すること
ができる。
【符号の説明】
【０１６２】
　Ａ：管理サーバ
　Ｂ：端末
　Ｃ：管理端末
　１：演算装置
　２：記憶装置
　３：通信装置
　４：入力装置
　５：表示装置
　１０：ネットワークＩ／Ｆ
　１１：授業情報取得部
　１２：授業情報記憶部
　１３：カリキュラム記憶部
　１４：進捗度算出部
　１４ａ：現在進捗度算出手段
　１４ｂ：過去進捗度算出手段
　１５：進捗度記憶部
　１５ａ：現在進捗度記憶部
　１５ｂ：過去進捗度記憶部
　１６：標準値決定部
　１６ａ：標準値決定手段
　１６ｂ：補正標準値生成手段
　１７：判定部
　１８：指示通知部
　１９：残授業日数算出部
　２０：ネットワークＩ／Ｆ
　２１：授業情報生成部
　２２：端末指示受信部
　２３：端末制御部
　３０：ネットワークＩ／Ｆ
　３１：管理端末指示受信部
　３２：管理端末制御部
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